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平成２８年 第１０回定例会 

岩見沢市教育委員会会議録 

（平成２８年１０月２５日） 

 

○本委員会に付議した議件  

 １ 報告第１２号 教育長の一般経過報告について 

 ２ 議案第４３号 岩見沢市栗沢文化センターの指定管理者の指定について 

そ の 他 

 

○本委員会に出席した者 

 委 員 長 武  藏  輝  彦 

 委 員 秋  山  信  也 

 委 員 渡  邉  律  子 

 委 員 杉  野  幹  夫 

教 育 長 舛  甚  和  俊 

 

 教 育 部 長 山  下     修 

子育て支援推進担当次長 鈴  木  栄  基 

 指 導 室 長 兼  平  晃  成 

 学 校 給 食 課 長 町  田     隆 

 生涯学習・文化・スポーツ振興課長 相  河     学 

 教 育 施 設 課 長 清  水  誠  志 

 子 ど も 課 長 所     美 穂 子 

 図 書 館 長 杉  原  理  美 

 緑陵高等学校事務長 川  原  卓  也 

 事務局学校教育課総務係長 武  田  弘  毅 

 事務局学校教育課総務係 井  上  敬  太 
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午後１時００分 開会 

○武藏委員長 ただ今から、平成２８年第１０回教育委員会定例会を開催いたします。  

本日の署名委員につきましては、渡邉委員さんお願いします。  

初めに、日程番号１、報告第１２号 教育長の一般経過報告について 説明をお願いし

ます。 

○舛甚教育長 平成２８年９月８日から平成２８年１０月１４日における事務処理の概要

について、お知らせいたします。  

９月１０日、第２９回ウォーキングマラソン開会式に出席しました。小雨が少し降りま

したが、職場で参加してくれる方々もいて、和やかに進行できました。 

９月１５日、教育振興研究大会に出席しました。先生方による授業公開や講演会が行わ

れました。 

９月１７日、こども発明工夫展には、本当に今年数多くの学校が応募してくれて、あり

がたいと思っております。  

９月２１日、教頭及び主幹教諭昇任選考研修会があり、岩見沢市内の多くの教頭・主幹

が出席してくれました。これもまた学校、校長・教頭のおかげかなと思っております。  

９月２６日から第３回定例会が始まっております。  

あと記載の通りとなっております。  

以上でございます。 

○武藏委員長 ただ今、教育長から、一般経過報告がございました。委員の皆様からなに

かご意見ご質問ありましたら、お願いしたいと思います。 

（「ありません」という声あり）  

○武藏委員長 特にないということですので、本報告については終了いたします。  

続きまして、議案に対する提案理由について、説明を求めます。  

○山下教育部長 議案第４３号 岩見沢市栗沢文化センターの指定管理者の指定につ

きましては、平成２９年３月３１日をもって現行の指定管理者にかかる指定期間が満了と

なりますことから、平成２９年４月１日からの更新に伴う指定管理者の指定についてご審

議を願うものであります。  

以上であります。  

○武藏委員長 それでは、日程番号２、議案第４３号 岩見沢市栗沢文化センターの指定

管理者の指定について を審議いたします。説明をお願いします。  

○相河生涯学習・文化・スポーツ振興課長 議案第４３号 岩見沢市栗沢文化センターの

指定管理者の指定につきまして、説明申し上げます。  

議案の説明の前に、指定管理者の優先交渉権者の選定に至るまでの経過についてご説明

いたします。  

教育委員会が所管をいたします指定管理者制度導入施設２８施設のうち、今年度で指定

管理期間が終了いたします岩見沢市栗沢文化センターの１施設につきまして、選定作業を
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進めてきたところでございます。募集方法は原則通り公募とし、７月１５日から８月１５

日までの１ヵ月間で募集をしたところ、現在の指定管理者である１団体からの申請があっ

たところでございます。 

優先交渉権者の選定にあたりましては、教育部長をはじめ庁内委員２名及び社会教育委

員などの外部委員４名の計６名で構成する選定委員会を設置し、３回の会議を行い、募集

要項や選定基準の決定及び申請団体の審査を実施しております。  

申請団体の評価は、事業計画書や収支計画書等の書類及びヒアリングによる審査で行い、

各委員が評価項目ごとに採点する配点方式により実施し、また今回優先交渉権者とする最

低評価点を総評価点の６割と設定いたしましたが、クリアする結果となっております。  

では議案の１枚目をご覧願います。  

指定管理者の優先交渉権者は、ＮＰＯ法人くりさわプロモーションクラブ・空知パブリ

ックメンテナス共同事業体です。代表者はくりさわプロモーションクラブ理事長澤田守、

所在地は岩見沢市栗沢町、指定の期間は平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日ま

での３年間でございます。  

２枚目の参考資料をご覧願います。 

指定管理者の概要でございます。設立は、くりさわプロモーションクラブが平成１６年

３月１５日、空知パブリックメンテナスが昭和５３年２月３日となっております。資本金

は空知パブリックメンテナスが１ ,４００万円。役員を含めた従業員数は、くりさわプロモ

ーションクラブが２６人、空知パブリックメンテナスが１９４人でございます。主な事業

内容は、芸術文化及びスポーツ団体の普及振興、スポーツ文化サークルの企画運営にかか

る事業、清掃総合管理・警備保全業務及びそれに伴うサービス業務等になっております。

施設の管理業務に対する団体の基本方針としては、施設利用者の安全・快適な利用を管理

運営の大原則とし、効率的な維持管理と施設の有効活用に努める等を掲げております。  

選定委員会の評価結果では、利用者ニーズの把握等に関わる項目や地域貢献・地域連携

に関わる項目の評価が高い結果となっております。  

以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。  

○武藏委員長 ただ今、議案第４３号について、公募から選定に至るまでの経緯も含めて

説明がございました。これにつきまして、委員の皆様からご意見ご質問ありましたらお願

いしたいと思います。  

従来からの指定管理者ということで、引き続きということになりますが、よろしいです

か。 

（「はい」という声あり） 

○武藏委員長 特にご異議がないということございますので、現案のとおり決定とさせて

いただきます。  

 なお、この議案第４３号につきましては、１２月の第４回定例会市議会にて、議決を得

て正式決定するということになりますので、よろしくお願いします。  
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続きまして、その他に移ります。  

委員の皆さまからなにかお持ちの方いらっしゃいますか。 

特にございませんか。 

それでは事務局で、その他お持ちの方いらっしゃいましたらお願いします。 

○兼平指導室長 教育行政方針中間評価についてご報告をさせていただきます。  

資料は最後のページとその前のページでございます。Ａ４版の資料、そしてカラー刷り

のＡ３判の資料がございます。Ａ３判は、各校の回答をまとめたものでございます。 

今年度も１００％の達成に至らなかった項目をすべてあげることといたしました。また、

Ａ３判の学校名を読み取るのが非常に大変ですので、学校名も記載させていただいたとこ

ろでございます。  

１００％に至らなかった項目は、１２項目でございます。達成率が特に低い項目は、１

の（５）ＩＣＴの活用による高度情報化社会に対応した人材の育成が８８％。それから１

の（７）大学教員による出前授業、協力授業等の実施、これが６１ .１％ですが、この項目

に関しましては、これらの授業が実施する学校が限られておりまして、致し方ない面がご

ざいます。それから最下段の４の（４）児童見守りシステムの拡大が７７ .３％で、中学校

は一斉投稿メールの利用のみでございますので、利用していない学校があるのは致し方な

い面がございますが、小学校３校は、恐らく利用拡大がならなかったということで、一層

の働きかけをしていきたいと考えております。  

全て自己評価であり、それぞれの学校で、評価の基準が微妙に違うことが前提でござい

ますので、その点ご理解いただきたいと思います。  

いずれにいたしましても、年々教育行政方針を受けて、それぞれの学校が適切に学校経

営、運営に反映するという体制が整ってきていると考えております。年度末の最終評価で、

全ての達成率が１００％に近づくように、引き続き各学校に指導してまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。  

○武藏委員長 指導室長から、教育行政方針の中間評価の報告がありました。これについ

てご質問等ありましたらお願いしたいと思います。 

○杉野委員 一点良いですか。今の説明、特に１の（７）と４の（４）ですが、達成率が

低いと感じますが、昨年度までの結果と比較して、なにかわかることはございますか。  

○兼平指導室長 １の（７）につきましては、昨年度この具体的な項目として上げており

ません。以前は、この連携を図った活動というだけでしたが、今年度からさらに細かい項

目を設けたということがございます。児童見守りシステムについても同様に、この安全安

心の向上確保という項目だったのが、より具体的になったということがございます。  

○武藏委員長 よろしいでしょうか。  

○杉野委員 はい、わかりました。  

○武藏委員長 あと教育大との連携では、大学教員だけでなくて、大学生にも来てもらっ
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ているようなケースもありますよね。  

○兼平指導室長 はい、ここでは、出前授業、協力授業実施と限定してしまいましたので、

より達成率が下がったなと思っておりますので、次年度以降質問項目も工夫してまいりた

いと思っています。 

○武藏委員長 よろしいですか。それでは、これについては終わりたいと思います。  

 そのほか事務局で何かお持ちの方いらっしゃいますか。なければ、来月の定例会の日程

について決めたいと思います。第３火曜日は１１月１５日ということになります、これで

よろしいでしょうか。  

特に問題なければ、１１月１５日午後２時から、当会議室においてということで決定を

したいと思います。  

それでは以上をもちまして第１０回教育委員会定例会を終了させていただきます。 

ご苦労様でした。 

午後１時１２分 閉会 
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